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は
じ
め
に
―
船
艦
・
海
図
情
報
と
一
九
世
紀
日
本

　
「
幕
末
維
新
期
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
、
日
本
を
と
り
ま
く
海
洋
の
在
り
方
は
大
き

く
変
容
し
て
い
た
。
一
八
世
紀
、
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
に
よ
る
海
上
で
の
経
度
測
量
技
術

の
実
用
化
に
よ
り
、理
論
的
に
は
、地
球
は
、海
上
も
含
め
経
度
・
緯
度
の
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
で
捕
捉
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
一
九
世
紀
、
蒸
気
船
の
登
場
に
よ
り
、

海
洋
移
動
の
革
新
が
果
た
さ
れ
た
。
季
節
風
に
よ
ら
ず
、
ま
た
、
夜
間
も
航
行
可
能

と
な
っ
た
。
海
洋
は
も
は
や
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
液
状
空
間
で
も
、
風
任
せ
の

移
動
し
か
で
き
な
い
空
間
で
も
な
く
な
っ
た
。
こ
の
海
洋
の
変
容
は
、
そ
れ
に
取
り

囲
ま
れ
る
陸
地
の
領
土
・
国
土
の
見
方
を
も
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

蒸
気
船
と
帆
船
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
っ
た
「
船
艦
」
が
大
洋
を
行
き
交
う
よ
う
に

な
る
時
代
、
そ
の
航
海
を
支
え
た
の
は
、
経
緯
度
情
報
に
立
脚
し
、
国
家
が
測
量
か

ら
刊
行
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
近
代
的
海
図
」
で
あ
っ
た
。
一
八
二
三
年
以
来
、

英
国
版
海
図
は
全
世
界
の
商
船
に
販
売
さ
れ
、
英
国
水
路
部
は
一
貫
し
て
海
事
国
間

で
の
海
図
情
報
共
有
化
を
提
唱
し
て
き
た
。「
七
つ
の
海
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
制
海
権

の
確
立
は
、
同
局
に
よ
る
海
図
の
世
界
的
規
模
で
の
作
成
・
頒
布
と
い
う
体
制
の
形

成
と
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
」。

　

次
の
、
長
崎
奉
行
宛
米
国
領
事
の
抗
議
文
に
言
及
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）
よ
う

に
、
一
八
六
四
年
、
箱
館
か
ら
長
崎
に
向
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
蒸
気
商
船
が
、
た
ま
た

ま
停
泊
し
た
長
州
藩
領
の
日
本
海
側
の
ひ
と
つ
の
湾
の
名
を
、
英
国
版
海
図
を
使
っ

て
、
経
度
・
緯
度
か
ら
特
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

写
し

第
六
三
号

�

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
領
事
館　
　
　

�

長
崎
、
一
八
六
四
年
七
月
二
十
日

拝
啓

　

ア
メ
リ
カ
蒸
気
船
「
モ
ニ
タ
ー
」
号
が
本
月
三
日
に
箱
館
を
出
港
し
、
本（
同
六
月月

十十
四
日
）

七
日
に
当
港
へ
到
着
し
ま
し
た
（
中
略
）

�

本
月
十
一
日
、
海
岸
か
ら
一
マ
イ
ル
を
通
過
中
、
大
き
な
入
江
と
そ
の
ふ
ち
に

あ
る
町
々
を
見
ま
し
た
。

　

石
炭
あ
る
い
は
薪
水
の
補
給
を
得
よ
う
と
考
え
、
そ
こ
で
一
八
五
四
年
に
ア

メ
リ
カ
側
で
は
ペ
リ
ー
提
督
が
日
本
政
府
と
結
ん
だ
条
約
を
思
い
起
こ
し
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
船
の
遭
難
時
に
は
日
本
の
ど
の
港
で
も
許
さ
れ
る
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
船
は
こ
の
入
江
に
入
り
、
一
番
小
さ
い
町
か
ら
五
〇

ヤ
ー
ド
以
内
に
錨
を
下
し
ま
し
た
。
本
月
十
一
日
午
後
七
時
で
し
た
。

　

投
錨
す
る
と
す
ぐ
に
、
二
人
の
男
を
乗
せ
た
ボ
ー
ト
が
舷
側
に
や
っ
て
き

て
、
船
の
国
籍
と
要
件
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

回
答
は
乗
船
し
て
い
た
日
本
人
の
使
用
人
を
通
じ
て
な
さ
れ
ま
し
た
（
中
略
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
元
治
元
年
六
月
十
七
日
）

（
元
治
元
年
五
月
二
十
日
）

（
日
米
和
親
条
約
第
三
条
）

研
究
報
告

「
海
洋
知
の
再
編
と
日
本
社
会
」
ノ
ー
ト　
―
史
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と
研
究
視
角

杉　
　

本　
　

史　
　

子
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石
炭
ま
た
は
薪
水
を
購
入
し
た
い
と
告
げ
る
と
、
ボ
ー
ト
の
男
は
、
町
は
小
さ

く
ど
ち
ら
も
な
い
こ
と
、
上
役
に
報
告
す
る
と
回
答
し
た
。
船
長
は
、
夜
間
な

の
で
翌
朝
ま
で
待
つ
こ
と
を
決
定
し
た
）。

　

十（
元
治
元
年
六
月
九
日
）

二
日
の
朝
、
夜
明
け
に
モ
ニ
タ
ー
号
に
搭
乗
し
た
人
々
は
、
停
泊
地
か
ら

東
へ
五
〇
〇
ヤ
ー
ド
ほ
ど
に
位
置
し
た
一
二
ポ
ン
ド
砲
四
門
の
砲
台
か
ら
の
砲

発
に
仰
天
し
ま
し
た
。

　

船
長
は
た
だ
ち
に
蒸
気
を
焚
く
よ
う
に
命
じ
、
お
よ
そ
一
時
間
以
内
に
準
備

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
合
間
を
あ
け
て
台
場
か
ら
の
砲
発
が
続
き
、
い
く
つ
か
の

砲
弾
は
効
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

上
記
の
準
備
が
で
き
て
錨
を
ひ
き
あ
げ
た
頃
、
町
は
夜
の
う
ち
に
設
置
し
た

む
し
ろ
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
覆
わ
れ
、
町
の
人
々
は
船
に
小
銃
を
打
ち
始
め
ま
し

た
。（
中
略
）

　

錨
を
あ
げ
て
船
が
射
程
外
に
出
た
時
、
船
長
は
船
上
の
ラ
イ
フ
ル
砲
二
門
か

ら
、
町
に
向
け
て
榴
弾
の
発
射
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

二
六
発
が
発
射
さ
れ
、ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
効
果
を
あ
げ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
は
二
か
所
で
火
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
炎
は
す
ぐ
に
消
え
ま
し
た
。（
中
略
）

　

脱
出
後
に
船
長
が
行
っ
た
観
測
に
よ
れ
ば
、
湾
は
北
緯
三
四
度
二
七
分
、
東

経
一
三
一
度
一
三
分
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍

省
の
海
図
と
比
べ
て
み
る
と
、
長
門
領
内
の
深
川
と
呼
ば
れ
る
湾
に
特
定
さ
れ

ま
す
。

　

事
件
の
詳
細
に
対
し
て
閣
下
の
注
意
を
喚
起
し
、
私
は
た
だ
、
遭
難
し
た
ア

メ
リ
カ
船
が
日
本
の
一
部
で
か
か
る
冷
淡
な
も
て
な
し
に
遭
お
う
と
し
た
こ
と

へ
の
驚
き
を
表
明
し
、
私
自
身
と
船
長
と
船
の
所
有
者
の
名
に
お
い
て
、
こ
れ

に
抗
議
す
る
こ
と
を
述
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
抗
議
書
と
同
じ
く
書
翰
の
複
本
は
、
機
会
が
あ
り
次
第
、
合
衆
国
大
統

領
と
合
衆
国
駐
日
公
使
へ
送
付
し
ま
す
。

�

敬
具

�
�

米
国
領
事　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
署
名
）　

ジ
ョ
ン
・
Ｇ
・
ウ
オ
ル
シ
ュ

長
崎
奉
行

　

大
村
丹
後
守
・
服
部
長
門
守
両
閣
下

　

モ
ニ
タ
ー
号
が
停
泊
し
た
こ
の
深
川
湾
は
、
萩
城
か
ら
青
海
島
を
隔
て
た
西
側
に

あ
る
湾
で
あ
っ
た
。
萩
城
の
防
衛
の
た
め
、
城
の
沿
岸
部
に
は
大
砲
台
が
、
ま
た
海

上
か
ら
防
衛
と
し
て
萩
沖
合
の
大
島
・
相
島
・
見
島
な
ど
に
も
砲
台
が
築
か
れ
て
い

た
。

　

モ
ニ
タ
ー
号
船
長
は
日
米
和
親
条
約
の
条
項
か
ら
港
へ
の
避
難
や
薪
水
購
入
を
可

能
と
判
断
し
て
い
た
が
、
こ
の
事
件
に
先
立
つ
文
久
三
年
（
一
八
六
三
年
）
四
月
一

一
日
、
長
州
藩
は
領
内
へ
の
惣
触
で
、
領
海
内
へ
の
外
国
船
に
対
し
て
薪
水
給
与
を

拒
否
す
る
よ
う
に
達
し
て
い
た
。
同
十
六
日
長
州
藩
主
は
攘
夷
戦
に
備
え
萩
か
ら
山

口
に
移
っ
た
。
五
月
に
は
、
長
州
藩
は
下
関
海
峡
を
通
過
す
る
外
国
商
船
・
軍
艦
を

砲
撃
、
七
月
に
発
表
さ
れ
た
藩
主
の
「
御
意
書
」
で
は
、
移
鎮
理
由
に
つ
い
て
、
萩

城
は
国
内
「
割
拠
戦
闘
」
の
時
期
に
は
「
形
勝
之
地
」
で
あ
っ
た
が
、「
外
夷
掃
攘
」

に
つ
い
て
は
赤
間
関
そ
の
ほ
か
南
海
に
賊
衝
を
つ
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
萩
に
い
て

は
指
揮
が
行
き
届
か
な
い
と
記
さ
れ
て
い
た
。「
海
寇
碇
泊
之
場
所
」
か
ら
隔
た
っ

た
山
口
の
地
に
、
大
砲
を
備
え
た
八
角
形
の
西
洋
式
城
郭
を
建
築
し
、
周
囲
に
関
門

を
設
置
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
、
下
関
海
峡
が
長
州
藩
と
四
か
国
の
武
力
衝
突
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
海
側
に
お
い
て
も
、
海
洋
か
ら
の
攻
撃
を
想

定
し
て
藩
主
・
政
庁
の
内
陸
部
へ
の
移
動
が
行
わ
れ
、
外
国
船
艦
か
ら
の
視
線
を
さ

え
ぎ
ろ
う
と
、
町
を
マ
ッ
ト
で
蔽
う
と
い
う
行
為
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
一
九
六
四
年
九
月
に
は
四
か
国
連
合
艦
隊
が
下
関
を
攻
撃
・
占
領
す
る

（m
at

）

（
マ
マ
）

（
純
煕
、大
村
藩
主
）
（
常
淳
、幕
臣
）

（
６
）

（
７
）
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こ
と
に
な
る
。
英
国
特
命
全
権
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
、
一
八
六
四
年
八
月
一
八
日

（
元
治
元
年
七
月
一
七
日
）
英
国
海
軍
キ
ュ
ー
バ
ー
司
令
長
官
宛
書
簡
に
お
い
て
、

「
長
州
侯
」
が
当
時
鎖
港
派
の
中
で
も
最
も
「
愛
国
主
義
的
か
つ
断
固
と
し
た
存
在

と
し
て
際
立
っ
て
い
る
」
と
と
ら
え
、
萩
城
と
そ
の
兵
力
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集

し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
萩
城
下
町
を
破
壊
に
巻
き
込
む
こ
と
な
く
、
萩
城
を
攻
撃

す
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
報
告
を
得
て
い
た
。

　

さ
ら
に
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
下
関
を
内
海
の
一
端

の
貿
易
地
と
し
、
も
う
一
端
の
兵
庫
と
大
坂
を
貿
易
の
大
中
心
地
と
す
る
こ
と
で
、

我
々
は
日
本
の
外
側
で
は
な
く
中
心
に
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
外
国
人
が
占
め

て
い
る
港
（
横
浜
自
体
を
含
む
）
は
、
絶
え
間
な
い
脅
迫
や
我
々
を
排
除
す
る
努
力

の
対
象
で
は
な
く
な
る
の
だ
。
条
約
諸
国
が
拠
点
を
確
保
し
て
し
ま
え
ば
、
彼
ら
に

条
約
国
を
内
海
か
ら
追
放
す
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）

条
約
諸
国
に
は
兵
庫
と
大
坂
を
占
有
す
る
資
格
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
、
京
都
の
鎖

港
派
が
計
画
中
の
陰
謀
に
対
す
る
保
障
と
な
る
。
こ
の
ミ
カ
ド
の
都
は
、
艦
隊
と
軍

隊
を
容
易
に
輸
送
し
得
る
大
坂
や
兵
庫
か
ら
、
徒
歩
で
三
日
以
内
の
距
離
に
あ
る
。

内
海
と
そ
の
巨
大
な
交
通
を
征
す
る
者
な
ら
ば
誰
で
も
、
こ
の
国
の
政
府
を
麻
痺
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
自
身
の
安
全
を
条
件
と
し
て
条
約
へ
の
支
持
を
強
い
る
こ

と
が
で
き
る
」。
彼
は
、
日
本
そ
の
も
の
を
海
洋
か
ら
の
視
線
で
と
ら
え
、
瀬
戸
内

海
の
一
端
の
下
関
と
も
う
一
端
の
兵
庫
大
坂
を
海
外
貿
易
の
中
心
地
と
す
る
こ
と

が
、
島
々
の
集
合
体
＝
日
本
に
と
っ
て
は
そ
の
中
心
へ
の
侵
入
を
意
味
す
る
こ
と
、

瀬
戸
内
海
と
そ
の
巨
大
な
交
通
を
制
す
れ
ば
、
日
本
政
府
を
麻
痺
さ
せ
、
条
約
履
行

を
日
本
側
に
軍
事
的
に
強
制
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
捉
え
て
い
た
。

　
「
幕
末
維
新
期
」
の
日
本
は
、
こ
の
よ
う
に
、
海
図
を
中
心
と
す
る
国
際
的
な
情

報
共
有
状
況
と
、
多
様
な
船
艦
の
視
線
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の

視
角
か
ら
三
つ
の
史
料
を
紹
介
す
る
。

１　

日
本
沿
海
測
量
問
題
と
海
洋
情
報�

　
　
　
　
　

―
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
の
異
例
の
老
中
弁
明
書

　

海
図
の
公
刊
や
測
量
現
地
に
お
け
る
情
報
交
換
等
に
よ
る
航
海
情
報
の
国
際
的
共

有
と
、
そ
れ
と
表
裏
す
る
、
軍
事
的
見
地
か
ら
の
情
報
秘
匿
の
動
向
の
な
か
に
、
果

た
し
て
日
本
は
い
か
な
る
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
孝
明
天
皇
が
幕
府
に
派
遣

し
た
異
例
の
「
内
勅
使
」
と
、
そ
れ
に
対
す
る
老
中
の
弁
明
書
で
あ
る
。
天
皇
の
幕

政
批
判
に
返
答
す
る
た
め
、
老
中
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
行
為
を
説
明
す
る
と
い
う
、

通
常
の
幕
政
で
は
み
ら
れ
な
い
行
為
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
「
内
勅
使
」
派
遣
の
経
過
を
概
述
し
よ
う
。
文
久
元
年
一
〇
月
、
孝

明
天
皇
は
、
和
宮
降
嫁
（
同
一
〇
月
一
七
日
、
桂
御
所
を
発
輿
）
に
扈
従
す
る
千
種

有
文
・
岩
倉
具
視
に
、
特
に
内
勅
を
授
け
、
老
中
と
協
議
す
べ
き
こ
と
を
下
命
し
た
。

　
『
維
新
史
』
は
、
江
戸
に
お
け
る
推
移
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
一
月
二
一
日
千
種
・
岩
倉
は
、
老
中
久
世
・
安
藤
と
江
戸
城
中
で
会
談
し
、
勅
書

を
示
し
た
。
即
夜
、
三
浦
吉
信
（
京
都
所
司
代
酒
井
忠
義
家
臣
）、
奥
右
筆
（
組
頭

早
川
庄
次
郎
・
中
村
又
兵
衛
）
を
千
種
の
旅
館
に
派
遣
し
、
天
皇
の
疑
念
を
晴
ら
す

方
法
を
探
る
。
三
浦
は
老
中
の
「
誓
書
」
を
提
案
し
た
が
、
千
種
等
は
、
閣
老
は
更

迭
な
ど
あ
り
他
日
の
信
と
な
す
に
足
ら
ず
、
将
軍
自
筆
「
誓
書
」
を
上
呈
す
べ
き
こ

と
を
強
要
し
た
。
な
お
、
三
浦
は
、
和
宮
降
嫁
に
つ
き
奔
走
し
、
文
久
元
年
一
〇
月

朝
命
に
よ
り
江
戸
へ
下
り
、
一
二
月
に
は
将
軍
家
茂
に
、
謁
し
て
い
た
。

　

以
下
の
経
過
を
徳
川
宗
家
文
書
も
参
照
し
な
が
ら
辿
っ
て
み
よ
う
。
一
二
月
一
三

日
、
勅
使
広
橋
光
成
・
坊
城
俊
克
、
千
種
有
文
・
岩
倉
具
視
ら
は
、
帰
洛
を
告
げ
る

た
め
に
江
戸
城
へ
登
城
し
た
。
家
茂
は
白
書
院
上
段
に
着
座
し
た
（
図
１
）。
勅
使

は
ひ
と
り
ひ
と
り
将
軍
に
目
見
得
し
、同
下
段
に
着
座
、同
次
之
間
に
て
老
中
列
座
・

高
家
侍
座
に
て
将
軍
か
ら
の
拝
領
物
披
露
等
が
な
さ
れ
た
。

（
８
）

（possession

）

（
９
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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千
種
・
岩
倉
に
、
家
茂
自
筆
直
書
と
老
中
書
取
（
前
述
し
た
老
中
弁
明
書
）
が
渡

さ
れ
た
の
は
、
こ
の
後
、
白
書
院
か
ら
入
側
を
隔
て
た
紅
葉
間
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

千
種
ら
は
、
一
二
月
二
五
日
帰
洛
、
二
六
日
参
内
し
、
顛
末
を
報
告
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
件
は
、
極
秘
で
進
め
ら
れ
た
。
和
宮
下
向
前
に
、
議
奏
久
我

建
通
・
同
正
親
町
三
条
実
愛
・
同
中
山
忠
能
の
み
に
は
知
ら
さ
れ
た
が
、
勅
使
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
両
武
家
伝
奏（
広
橋
光
成
・
坊
城
俊
克
）に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
関
白
九
条
尚
忠
す
ら
、
こ
の
件
を
知
っ
た
の
は
、
翌
春
で
あ
っ
た
。
九
条
は
、

勅
書
を
内
々
に
拝
見
し
、
急
い
で
乱
筆
に
て
書
写
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

　
『
維
新
史
』
で
は
、
内
勅
使
と
い
う
方
式
が
、
久
世
・
安
藤
政
権
の
公
武
合
体
の

政
治
利
用
に
抗
す
る
た
め
の
朝
廷
側
の
当
然
の
行
為
で
あ
る
か
の
よ
う
な
書
き
方
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
代
の
史
料
か
ら
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
状
況
が
み
て

と
れ
る
。
九
条
は
、
こ
の
内
勅
使
に
つ
い
て
、「
前
代
不
聞
」
と
断
じ
て
い
た
。
ま

た
勅
書
の
中
で
、
天
子
が
「
下
輩
之
者
」
の
立
身
出
世
を
関
東
に
ご
伝
言
す
る
（
京

都
東
町
奉
行
与
力
加
納
救
匡
を
布
衣
以
上
と
し
御
所
向
御
用
取
扱
に
命
じ
、
京
都
所

司
代
酒
井
忠
義
家
臣
藤
田
清
・
三
浦
吉
信
に
も
同
御
用
を
命
じ
る
よ
う
に
し
た
い
と

の
天
皇
意
志
の
表
明
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
こ
と
を
、
な
ん
と
も
恐
れ
多
い

こ
と
だ
と
記
述
し
て
い
る
。
和
宮
下
向
を
警
固
し
た
若
年
寄
加
納
久
徴
と
と
も
に
こ

の
内
勅
使
の
交
渉
を
仲
介
し
た
三
浦
吉
信
も
、（
幕
府
役
人
で
は
な
く
、
所
司
代
の

家
臣
に
す
ぎ
な
い
自
分
が
）
老
中
役
宅
に
お
い
て
内
談
の
席
に
連
な
る
こ
と
は
と
に

か
く
、
城
内
で
の
千
種
・
岩
倉
と
老
中
の
内
談
に
同
席
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う

か
、
周
旋
は
し
て
み
る
が
保
障
は
で
き
か
ね
る
と
述
べ
て
い
る
（「
営
中
ニ
テ
御
老

中
方
へ
両
卿
御
内
話
出
来
候
、
然
其
御
席
江
可
連
と
の
義
者
如
何
御
座
候
哉
、
尤
着

府
之
上
周
旋
ハ
可
被
成
候
得
共
、
御
請
合
者
難
相
成
、
尤
御
老
中
御
宅
抔
江
罷
出
、

御
内
談
等
申
上
候
義
者
苦
ケ
間
敷
哉
と
被
存
候
」）。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
内
勅
使
お

よ
び
そ
れ
に
付
帯
す
る
状
況
は
異
例
づ
く
め
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
文
久
元
年
十
月
に
、
天
皇
か
ら
岩
倉
・
千
種
に
あ
て
た
内
勅
の
内
容

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

「
岩
倉
様
・
千
種
様
へ「

」
勅
書
御
写　
　
　
　

」

今
度
和
宮
縁
組
起
源
者
、（
中
略
）
和
宮
下
向
之
上
ハ
、
弥
公
武
合
躰
追
々
夷

狄
ヲ
退
ケ
候
処
置
可
頼
存
処
、
不
存
寄
義
者
、
和
宮
ヲ
人
質
ト
シ
、
諸
侯
ヲ
厭

塞
シ
、
天
下
之
人
口
ヲ
塞
キ
置
、
其
後
廃
帝
ノ
沙
汰
ニ
及
ハ
ン
ト
ノ
義
、
幕
府

ノ
内
評
無
相
違
候
間
、
宮
下
向
ヲ
被
止
形
勢
御
覧
ア
ル
ヘ
シ
、（
中
略
）
ト
段
々

忠
告
之
者
も
有
之
、
始
テ
仰
天
驚
歎
絶
言
語
候
、（
中
略
）
又
関
東
ニ
於
テ
所

詮
思
召
不
相
立
蛮
夷
之
処
置
決
而
不
可
有
、
先
海
岸
測
量
差
許
シ
候
事
柔
弱
至

極
武
士
ハ
ナ
キ
如
く
、
或
蘭
夷
シ
イ
ボ
ル
ト
に
政
事
ヲ
謀
リ
、
或
ハ
御
殿
山
ノ

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

上
包

紅
葉
ノ
間

帝
鑑
之
間

御
目
付
部
ヤ

下
段

上
段

連
歌
ノ
間

白
書
院

図１　紅葉間と白書院（『江戸御城絵図』東京大学史料
編纂所蔵、Ⅰり1341　より）
本図については、解題参照（高橋喜子「江戸御城絵図」『東京大
学史料編纂所画像史料解析センター通信』81号、2018年　https://
www.hi.u-tokyo.ac.jp/personal/fumiko/akamon/20180402.pdfで
ウェブ公開中）
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地
ヲ
与
え
夷
館
ヲ
取
立
、
今
ニ
テ
ハ
久
世
・
安
藤
直
ニ
応
接
致
シ
其
親
情
兄
弟

ノ
如
ク
、
全
ク
一
日
ノ
安
ヲ
愉
ミ
千
歳
ニ
禍
ヲ
ノ
コ
ス
ト
ハ
、
則
チ
今
日
ノ
事

ナ
リ
、
故
ニ
夷
人
ノ
跋
扈
陸
梁
至
ラ
サ
ル
所
ナ
シ
、
速
ニ
其
罰
ヲ
カ
ゾ
ヘ
討
払

ノ
御
命
御
貫
通
ア
ル
ベ
シ
、（
中
略
）
併
従
来
ノ
形
勢
倩
考
ニ
、
此
志
願
迚
モ

不
叶
、
却
而
此
上
恥
辱
之
程
モ
難
計
、
天
也
命
也
、
不
徳
愚
昧
之
質
、
世
ニ
立

テ
益
ナ
キ
也
、
兎
角
言
ハ
ン
ヨ
リ
、
速
ニ
讓
位
・
世
逃
ス
ヘ
キ
段歟

イ

、
誓
天
地
申

立
間
、
速
ニ
承
知
頼
入
候
事
、

　

孝
明
天
皇
は
、
和
宮
が
下
向
の
上
は
い
よ
い
よ
公
武
合
躰
追
々
「
夷
狄
」
を
退
け

る
処
置
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、「
和
宮
を
人
質
に
し
諸
侯
・
天
下
の
人
々
の
口
を

塞
い
だ
う
え
、
孝
明
天
皇
を
廃
帝
に
す
る
と
い
う
幕
府
内
の
議
論
が
あ
る
の
は
間
違

い
な
く
、
和
宮
下
向
を
停
止
し
形
勢
を
み
る
べ
き
で
あ
る
…
」
と
忠
告
す
る
者
が
あ

り
、
驚
愕
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、
幕
府
に
お
い
て
天
皇
の
意
志
と
反
す
る
蛮
夷
処
置
は
決
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
し
、
①
幕
府
の
海
岸
測
量
許
可
は
柔
弱
至
極
の
処
置
で
あ
り
、
②

シ
ー
ボ
ル
ト
に
政
治
諮
問
を
ま
か
せ
、③
御
殿
山
の
地
を
与
え
て
公
使
館
を
建
築
し
、

現
在
は
老
中
久
世
・
安
藤
が
直
接
応
接
し
兄
弟
の
よ
う
な
親
情
を
示
し
て
い
る
と
、

幕
府
外
交
を
批
判
し
、
討
伐
の
命
令
を
貫
徹
す
べ
し
と
主
張
し
た
。
最
後
に
、
こ
の

志
願
が
か
な
わ
な
い
の
な
ら
ば
、
速
や
か
に
譲
位
・
世
逃
と
す
べ
き
と
天
地
に
誓
う

の
で
、
速
や
か
な
る
承
知
を
頼
み
入
る
と
幕
府
側
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
久
元
年
十
月
勅
書
の
内
容
自
体
は
、
世
上
に
漏
洩
し
て
い
っ
た
。
坂
下
門

外
の
変
で
襲
撃
者
が
各
自
所
持
し
て
い
た
と
さ
れ
る
「
斬
奸
趣
意
書
」
お
よ
び
そ
れ

に
弁
駁
を
く
わ
え
た
か
た
ち
を
と
る
「
斬
奸
趣
意
書
大
意
並
弁
駁
書
」「
斬
奸
趣
意

書
弁
」（
い
ず
れ
も
文
久
二
年
正
月
頃
）
は
、
明
ら
か
に
こ
の
勅
書
に
書
か
れ
た
天

皇
の
幕
政
批
判
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

一
二
月
一
三
日
、
内
勅
使
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
将
軍
徳
川
家
茂
直
筆
返
書
は
、

徳
川
宗
家
側
に
残
さ
れ
た
写
に
よ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

文
久
元
酉
年
十
二
月
、
千
種
・
岩
倉
江
御
渡
相
成
、

　

先
年
来
、
度
々
不
容
易
讒
説
、
達

　

叡
聞
、
今
度
、

　

御
譲
位
等
、
重
内

　

�

勅
之
趣
、
老
中
ゟ
具
承
、
令
驚
愕
候
、
家
茂
を
始
諸
臣
ニ
至
迄
決
而
右
様
之

心
底
無
之
条
、
可
被
安

　

聖
慮
候
、
委
細
者
老
中
ゟ
千
種
・
岩
倉
江
可
申
入
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　

十
二
月
十
三
日�

家
茂　
　

　

謹
上　

　

家
茂
は
、
先
年
来
不
容
易
の
讒
説
が
度
々
天
皇
の
耳
に
届
い
て
き
た
こ
と
、
こ
の

た
び
譲
位
等
の
重
大
な
内
勅
を
老
中
と
と
も
に
承
り
驚
愕
し
た
こ
と
を
述
べ
、
家
茂

以
下
は
、
決
し
て
右
の
よ
う
な
（
廃
帝
の
）
心
底
は
も
っ
て
い
な
い
こ
と
、
天
皇
に

安
心
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
詳
し
く
は
老
中
か
ら
千
種
・
岩
倉
へ
申

し
入
れ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
、
伝
え
た
の
で
あ
る
。

　

老
中
か
ら
は
、
同
じ
く
一
二
月
一
三
日
、
天
皇
が
批
判
し
た
問
題
ご
と
に
一
通
の

弁
明
の
書
取
が
千
種
・
岩
倉
へ
提
出
さ
れ
た
。
徳
川
宗
家
側
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
取

を
ま
と
め
て
書
写
し
冊
子
に
と
じ
た
「
文
久
元
酉
十
二
月
十
三
日
千
種
少
将
・
岩
倉

少
将
相
達
候
書
付
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
表
１
は
そ
の
書
取
の
内
容
概
略
を
整
理
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

③
の
書
取
は
下
記
の
通
り
で
あ
っ
た
。

「
文
久
元
酉
十
二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　

江
相
達
候
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
（
中
略
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
表
紙
ウ
ワ
書
）

千
種
少
将

岩
倉
少
将
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海
岸
測
量
之
事

　
　
　

�
此
儀
外
夷
之
申
条
ニ
而
も
、
道
理
者
道
理
、
理
屈
ハ
理
屈
ニ
有
之
、
既
ニ
測

量
御
差
許
之
節
大
意
ハ
若
狭
守
江
申
遣
候
通
ニ
有
之
、
一
体
通
航
之
海
路
測

量
致
し
候
儀
者
各
国
普
通
之
法
則
之
由
、
是
迄
渡
来
之
船
々
よ
り
、
自
国
・

他
国
之
海
岸
測
量
之
図
面
等
者
毎
々
献
上
も
致
し
、
彼
方
ニ
お
ゐ
て
更
ニ
頓

着
不
仕
、
日
本
海
者
危
難
之
場
所
多
く
、
毎
々
及
難
船
、
人
命
ニ
も
拘
り
候

趣
を
以
、
測
量
之
儀
相
願
候
処
、
通
航
御
差
許
之
上
ハ
、
御
断
可
相
成
辞
柄

も
無
之
、
且
彼
方
よ
り
自
国
・
他
国
之
無
差
別
通
航
御
弁
利
之
為
と
て
、
測

量
図
等
も
許
多
差
出
候
処
、
日
本
海
者
測
量
難
相
成
、
外
国
人
之
生
死
者
御

構
ひ
無
之
抔
と
の
御
挨
拶
ニ
モ
相
成
兼
、
且
者
、
彼
方
ニ
而
ハ
大
量
を
示
し

候
処
、
此
方
小
量
之
御
取
計
ニ
而
者
、
却
而
御
武
威
ニ
も
拘
り
、
且
者
厳
敷

御
断
相
成
候
迚
、
通
船
之
節
々
寄
々
測
量
致
し
候
得
者
、
所
詮
も
無
之
儀
、

其
上
、
御
国
ニ
お
ゐ
て
も
、
追
々
大
船
製
造
相
成
候
ニ
付
而
者
、
測
量
不
行

届
ニ
而
者
危
難
難
計
、
抑
測
量
と
申
候
と
て
、
海
路
の
浅
深
而
己
為
測
候
儀

ニ
者
無
之
、
天
地
之
経
緯
・
星
辰
之
位
置
・
島
嶼
之
距
離
等
ま
て
も
実
測
致

し
候
事
之
由
、
右
者
一
科
之
学
術
ニ
而
、
万
里
の
航
海
暗
熟
不
致
候
而
者
難

叶
趣
ニ
候
得
者
、
幸
ひ
此
方
之
者
共
も
為
乗
組
、
御
国
旗
を
立
候
上
、
倶
ニ

測
量
為
致
候
事
ニ
有
之
、
外
国
江
被
対
候
御
処
置
振
、
差
而
柔
弱
之
事
と
ハ

不
存
寄
取
計
候
事
ニ
御
座
候
、尤
志
州
海
測
量
者
御
不
都
合
之
趣
ニ
付
、三
・

遠
・
尾
・
志
州
海
者
測
量
不
為
致
儀
ニ
御
座
候
事
、

　
　
　
　
（
中
略
）

　

右
之
段
、
両
朝
臣
迄
申
上
候
間
、
宜
御
取
成
、
御
内
々
被
達

　

叡
聞
候
様
、
奉
頼
候
事
、

　
　

十
二
月�

　
　
　
　
　
　
　
　

　

海
岸
測
量
に
つ
い
て
の
、
老
中
の
弁
明
は
、
以
下
の
通
り
だ
っ
た
。

（
１
）
外
夷
の
い
う
事
も
、
道
理
は
道
理
、
理
屈
は
理
屈
で
あ
る
。
す
で
に
測
量
許

可
し
た
と
き
の
大
意
は
酒
井
が
申
し
遣
し
た
通
り
で
あ
る
。
い
っ
た
い
通
航
の
海
路

を
測
量
す
る
こ
と
は
各
国
普
通
の
掟
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
自
国
・
他
国
の
海
岸
測

量
の
図
面
な
ど
は
、（
外
国
か
ら
）
渡
来
の
船
々
よ
り
、
毎
々
献
上
も
致
し
て
い
る
。

彼
方
に
て
は
、
頓
着
な
く
、
日
本
海
は
危
難
の
場
所
が
多
く
毎
々
難
船
に
お
よ
び
人

命
に
も
か
か
わ
る
の
で
測
量
を
願
っ
て
き
た
の
を
、通
航
を
許
可
し
た
う
え
は
、（
将

軍
が
）
拒
絶
さ
れ
る
べ
き
口
実
も
な
い
。
か
つ
、
彼
方
よ
り
は
自
国
・
他
国
の
差
別

（
酒
井
忠
義
、京
都
所
司
代
）

久
世
大
和
守　
　
　

安
藤
対
馬
守　
　
　

①　和宮下向につき不容易讒説あり、譲位の内沙汰にまことに驚
いた。関東においては、いささかも（廃帝の）心底はない。

②　②－１　７-８ケ年ないし10ケ年内には攘夷の事……。
　　②－２　交易以来国益となっているか。物価騰貴など。

③　�海岸測量之事。浜御殿ならびに御殿山の事・東禅寺一件の事。
外国ミニストル江戸住居の儀、シーボルトに政事を諮問の事。
両閣老異人に親しみの事。対州半国貸渡の事。

④　兵庫開港の事。

⑤　和宮御縁組行き違い心配につき、外戚・近臣の使者を派遣し
たいとの件他。

⑥　所司代酒井忠義の忠勤など。

表１　文久元年内勅使に提出した老中書取の内容概略
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な
く
「
通
航
御
便
利
の
為
」
に
測
量
図
な
ど
も
数
多
差
し
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

日
本
海
は
測
量
を
許
し
が
た
い
と
し
て
、
外
国
人
の
生
死
者
に
は
お
構
い
な
し
な
ど

の
御
挨
拶
も
し
か
ね
る
。
か
つ
、
彼
方
ニ
而
ハ
大
き
な
器
量
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
此
方
狭
量
の
取
計
に
て
は
、
却
て
、（
将
軍
の
）
御
武
威
に
も
拘
る
。

（
２
）
か
つ
、（
外
国
船
測
量
を
）
厳
禁
し
、
通
船
す
る
度
に
そ
の
た
び
ご
と
に
測

量
し
た
の
で
は
、
し
よ
う
が
な
い
。
そ
の
う
え
、
日
本
で
追
々
大
船
製
造
が
な
っ
た

う
え
は
、
測
量
が
不
行
届
き
で
は
、
そ
の
危
難
は
測
り
が
た
い
。

（
３
）
そ
も
そ
も
、
測
量
と
い
う
の
は
、
海
路
の
浅
深
の
み
測
量
す
る
の
で
は
な
い
。

天
地
の
経
緯
、
星
の
位
置
、
島
嶼
の
距
離
な
ど
も
実
測
す
る
事
の
由
で
あ
る
。
右
は

「
一
科
の
学
術
」
で
あ
り
、
万
里
の
航
海
を
精
通
し
な
い
で
は
か
な
い
が
た
い
こ
と

な
の
で
、
幸
い
幕
府
方
の
者
ど
も
を
（
測
量
船
に
）
の
り
く
ま
せ
、
国
旗
を
掲
揚
し

て
、
詳
し
く
測
量
を
さ
せ
た
。
外
国
に
対
す
る
幕
府
の
処
置
ぶ
り
は
さ
し
て
柔
弱
と

は
思
え
な
い
。も
っ
と
も
三
河
・
遠
江
・
尾
張
・
志
摩
の
測
量
は
許
可
し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
久
世
・
安
藤
は
、
海
岸
測
量
図
や
航
海
の
た
め
の
測
量
図
が
諸
外

国
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
た
（
１
）。

　
（
３
）
の
後
段
は
、
幕
府
が
、
一
八
六
一
年
、
長
崎
―
箱
館
間
測
量
を
英
国
に
許

可
し
、
ア
ク
テ
オ
ン
号
に
、
外
国
奉
行
支
配
荒
木
済
三
郎
ら
を
乗
り
組
ま
せ
た
こ
こ

と
、
伊
勢
湾
を
め
ぐ
る
海
域
に
つ
い
て
は
外
国
測
量
を
み
と
め
て
い
な
い
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。英
国
船
に
よ
る
測
量
は
、実
際
に
は
、英
国
特
命
全
権
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ

ク
の
圧
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
外
国
か
ら
の
測
量
要
求
に
対
し
て
応

じ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
差
し
て
柔
弱
之
事
と
は
お
も
わ
な
い
」
述
べ
る
弁
明
に
は
老

中
の
苦
渋
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
傍
線
部
分
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

測
量
を
「
一
科
の
学
術
」
と
み
る
見
方
、
ま
た
、
測
量
図
の
提
供
な
ど
航
海
情
報
の

一
定
の
共
有
が
国
際
慣
行
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
理
解
を
、
明
確
に
老
中
た
ち

が
語
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
翌
一
八
六
二
年
に
は
、
日
本
全
体
の
自
前
測

量
の
提
案
が
軍
艦
奉
行
か
ら
提
案
さ
れ
る
も
、「
一
科
の
学
術
」
と
し
て
の
測
量
を

自
前
で
行
い
独
自
の
海
洋
知
を
構
築
す
る
試
み
は
、
幕
府
の
も
と
で
は
結
局
結
実
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
試
み
は
、
維
新
後
に
、
改
め
て
試
み
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
（
本
稿
３
参
照
）。

２　

船
艦
の
政
治
史
―
『
戊
辰
己
巳
官
軍
諸
艦
記
事
略
』

　

幕
末
の
幕
府
海
軍
の
実
態
を
検
討
し
た
金
澤
裕
之
は
、
軍
事
史
の
観
点
か
ら
、
同

一
海
域
で
軍
艦
を
複
数
同
時
に
運
用
し
単
一
の
戦
術
単
位
と
し
て
有
機
的
に
運
用
す

る
フ
リ
ー
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
の
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
金

澤
は
、
船
艦
の
運
用
が
個
艦
単
位
で
あ
る
こ
と
を
、
軍
事
技
術
史
上
の
限
界
と
し
て

位
置
付
け
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
状
況
を
も
う
一
度
政
治
史
の
側
か
ら
捉
え
直
し
、
特

に
戊
辰
戦
争
期
、
個
々
の
船
艦
が
独
自
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
よ

う
。

　

幕
末
の
政
治
社
会
の
中
で
は
、
船
艦
の
購
入
と
は
、
単
な
る
器
械
の
購
入
で
は
な

く
、
諸
侯
へ
も
通
達
す
る
ほ
ど
の
政
治
的
重
事
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

長
州
藩
の
品
川
弥
二
郎
か
ら
桂
小
五
郎
宛
の
慶
応
二
年
二
月
二
六
日
附
書
翰
で
は
、

「
諸
器
械
之
義
ハ
如
何
様
ト
モ
可
仕
候
得
ト
モ
、
艦
ト
申
モ
ノ
ハ
、
何
国
ヨ
リ
何
国

某
ニ
売
渡
イ
タ
シ
候
段
、
諸
方
ヘ
モ
達
シ
候
位
ノ
事
ユ
ヘ
、
タ
ヤ
ス
ク
買
得
不
相
成
」
と

述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
戊
辰
戦
争
で
新
政
府
の
船
艦
「
甲

鉄
」
の
船
将
を
勤
め
た
長
州
藩
士
中
島
四
郎
が
、
新
政
府
側
諸
艦
の
行
動
記
録
を
ま

と
め
た
『
戊
辰
己
巳
官
軍
諸
艦
記
事
略
』
の
記
事
（（
ア
）
～
（
ウ
））
で
あ
る
。

　
　
（
ア
）　
「
天
朝
御
軍
艦
」
名
で
の
斬
首
指
令

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
五
月
二
一
日
の
越
後
国
寺
泊
沖
海
戦
で
は
、
新
政
府
軍

の
船
艦
が
、
運
送
船
「
順
道
」
と
交
戦
し
て
自
沈
さ
せ
た
。
当
時
、
寺
泊
町
は
、
桑

名
藩
柏
崎
陣
屋
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
藩
主
松
平
定
敬
は
、
一
旦
新
政
府
に
恭
順
の

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）
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姿
勢
を
決
め
た
が
、
そ
の
後
、
藩
論
は
武
力
交
戦
論
へ
と
転
換
、
閏
四
月
に
は
、
桑

名
藩
は
寺
泊
町
に
火
薬
製
造
に
必
要
な
煙
硝
の
保
管
を
命
じ
て
い
た
。
五
月
に
は
会

津
藩
の
部
隊
が
寺
泊
町
に
も
あ
ら
わ
れ
、
同
町
に
預
け
ら
れ
て
い
る
桑
名
藩
米
を
新

政
府
側
に
接
収
さ
れ
な
い
よ
う
に
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
五
月
二
四
日
に
は
、
新
政
府
側
「
蒸
気
船
二
艘
」（
薩

摩
藩
「
乾
行
」・
長
州
藩
「
丁
卯
」）
が
や
っ
て
き
て
、
大
砲
を
発
射
し
始
め
、
二
五

日
に
は
寺
泊
町
町
役
人
の
出
頭
を
求
め
て
き
た
。

　
『
戊
辰
己
巳
官
軍
諸
艦
記
事
略
』
に
は
、
新
政
府
側
か
ら
寺
泊
に
下
し
た
次
の
よ

う
な
布
告
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

〇
五
月
廿
五
日
、
寺
泊
浦
へ
布
告
ノ
写

寺
泊
浦
ノ
儀
、
会
津
・
桑
名
ノ
逆
賊
ヲ
引
入
レ
、

皇
化
ニ
不
服
御
一
新
ノ
御
徳
政
ヲ
妨
候
儀
不
届
至
極
ニ
候
、
就
中
、
賊
船
ヲ
繋

置
、
諸
所
出
役
致
候
段
、
重
畳
ノ
罪
科
難
逃
候
、
仍
而
官
軍
艦
ヲ
被
差
向
、
賊

船
ヲ
一
時
ニ
焼
打
候
、
向
後
村
民
共
旧
過
ヲ
改
メ
、
賊
徒
ヲ
妨
退
ケ
候
ヘ
ハ
、

前
罪
ヲ
赦
ス
ヘ
シ
、
左
ナ
ク
ハ
再
度
不
日
ニ
来
リ
テ
、
玉
石
共
ニ
焚
亡
ス
ヘ
シ
、

浦
中
ノ
者
共
屹
ト
此
旨
ヲ
可
心
得
事
、

　

�

但
、
観
音
寺
ノ
休
右
衛
門
カ
輩
賊
徒
相
親
ミ
手
先
キ
ト
成
候
罪
、
甚
可
悪
ノ

所
業
ニ
付
、
村
中
ノ
者
共
速
ニ
彼
者
ヲ
斬
首
、
御
詫
可
申
上
者
也
、

　
　

天
朝
御
軍
艦

�

寺
泊
浦
中
江　
　
　

　

新
政
府
側
は
、「
寺
泊
浦
」
に
あ
て
、「
天
朝
御
軍
艦
」
と
称
し
て
、「
賊
船
」
を

係
留
し
諸
所
に
出
役
し
た
こ
と
を
「
重
畳
ノ
罪
科
」
と
断
じ
て
、
今
後
「
賊
徒
」
を

退
け
た
な
ら
ば
「
前
罪
」
を
許
す
が
、
さ
も
な
く
ば
「
玉
石
と
も
に
焚
亡
」
と
脅
し
、

さ
ら
に
「
賊
徒
」
寄
り
の
「
観
音
寺
ノ
休
右
衛
門
」
の
斬
首
命
令
を
含
む
布
告
を
下

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
イ
）　

船
艦
か
ら
の
戦
争
届
書

　

ま
た
戊
辰
戦
争
で
は
、
諸
藩
名
で
の
戦
争
届
書
と
並
ん
で
、「
春
日
」（
薩
摩
藩
）、

「
朝
陽
」（
新
政
府
、
元
旧
幕
府
船
を
接
収
）、「
飛
竜
」（
南
部
藩
）、「
陽
春
」（
新

政
府
）、「
丁
卯
」（
長
州
藩
）
な
ど
の
諸
艦
の
船
将
が
戦
争
届
書
を
提
出
し
た
。

　
　
（
ウ
）　

船
艦
へ
の
褒
章

　

そ
し
て
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
九
月
一
四
日
の
褒
賞
も
、
新
政
府
や
各
藩
の
各

船
将
、
船
艦
宛
に
下
さ
れ
、
藩
主
に
は
艦
名
を
明
示
し
て
、
下
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、

次
の
例
で
は
、
船
将
中
島
お
よ
び
そ
の
船
艦
「
甲
鉄
」
に
、
そ
し
て
、
長
州
藩
主
・

参
議
毛
利
広
封
に
は
同
藩
船
艦
「
丁
卯
」
の
功
績
を
明
示
し
て
、
賞
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　
　
（
前
略
）

�

中
嶋
四
郎　

己
巳
之
春
、流
賊
追
討
之
命
ヲ
奉
シ
、甲
鉄
艦
ニ
賀
シ
、賊
ト
奥
海
ニ
戦
ヒ
云
々
、

仍
為
其
賞
云
々
、

　
　
（
中
略
）

�

甲
鉄
艦　

己
巳
之
春
、流
賊
追
討
之
命
ヲ
奉
シ
、賊
ト
奥
海
ニ
戦
ヒ
云
々
、仍
為
其
賞
云
々
、

　
　
（
中
略
）

�

毛
利
従
三
位
広
封　

其
藩
丁
卯
艦
、
己
巳
之
春
、
流
賊
追
討
之
命
ヲ
奉
シ
、
賊
ト
奥
海
ニ
戦
ヒ
云
々
、

仍
為
其
賞
云
々
、

　
　
（
後
略
）

　
『
戊
辰
己
巳
官
軍
諸
艦
記
事
略
』
の
記
事
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
占
領
地
に

対
し
、「
天
朝
御
軍
艦
」
名
で
の
刑
罰
も
含
む
布
告
を
行
う
、
そ
し
て
戦
争
届
書
の

提
出
単
位
、
褒
賞
の
対
象
と
な
る
、
船
艦
で
あ
る
。

（
32
）
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３　

船
艦
保
有
情
報
の
統
合
と
海
洋
知
再
編
の
試
み

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
兵
部
省
か
ら
陸
軍
・
海
軍
の
二
省
が
分
離
・
独
立
し
、

各
船
艦
の
保
有
し
て
い
た
図
誌
・
測
器
は
、水
路
局
に
納
付
さ
れ
た
。明
治
九
年（
一

八
七
六
）
八
月
、
海
軍
は
、
事
務
・
会
計
・
主
船
・
水
路
・
医
務
・
兵
器
の
六
局
に

分
け
ら
れ
た
。
明
治
政
府
の
兵
部
省
海
軍
部
水
路
局
が
、
諸
外
国
に
よ
る
日
本
沿
海

測
量
を
脱
皮
し
日
本
側
の
自
力
測
量
を
め
ざ
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
、
少
し
異
な
る
角
度
か
ら
の
動
き
を
み
て
み
よ
う
。

①　

海
図
と
陸
図
の
統
合
の
試
み
と
海
洋
語
彙
の
未
統
一

　
　
　
　
　

―
『
大
日
本
海
陸
全
図
聨
接
朝
鮮
全
国
な
ら
び
に
樺
太
』

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
に
水
路
寮
で
製
図
を
担
当
し
て
い
た
大
後
（
お
お

じ
り
）
秀
勝
は
、
琉
球
・
小
笠
原
諸
島
と
の
「
連
脈
」
を
一
図
と
し
て
表
示
し
、
ま

た
「
隣
邦
接
界
ノ
形
勢
」
を
詳
ら
か
に
表
示
す
る
「
日
本
全
図
」
が
ほ
と
ん
ど
刊
行

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
し
、
こ
れ
ら
の
「
諸
島
ヲ
列
置
シ
隣
邦
ヲ
聨
接
ス
ル
」

日
本
図
を
刊
行
し
た
（
明
治
八
年
一
二
月
一
七
日
版
権
免
許
。
図
２
・
図
３
）。

　

こ
の
図
は
、
水
路
寮
の
経
緯
度
表
に
基
づ
き
、
近
代
的
海
図
と
陸
図
の
統
合
を
目

指
し
た
と
い
う
点
で
画
期
的
な
地
図
だ
っ
た
。「
本
邦
」
に
つ
い
て
は
、
現
況
行
政

区
画
・
新
旧
の
軍
事
拠
点
・
砲
台
の
ほ
か
、
通
常
な
ら
ば
海
図
特
有
の
記
号
で
あ
り

陸
上
図
に
は
表
記
さ
れ
な
い
燈
台
、
暗
礁
、
浅
瀬
、
潮
流
ま
で
も
表
記
さ
れ
、
ま
た

新
時
代
の
「
電
信
局
」（
工
事
開
始
は
明
治
二
年
）
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

港
分
図
に
は
、
海
岸
土
質
・
水
深
・
錨
地
・
燈
船
（
燈
台
の
機
能
を
備
え
た
船
舶
）・

浮
標
・
干
潮
時
の
岩
礁
ま
で
、
海
洋
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。

　
『
大
日
本
海
陸
全
図
聨
接
朝
鮮
全
国
な
ら
び
に
樺
太
』
と
い
う
図
名
は
、
大
後
の
、

①
琉
球
・
小
笠
原
ま
で
含
ん
だ
「
大
日
本
」
を
描
き
、「
連
邦
接
界
」
の
と
の
詳
細

を
描
写
し
、
②
海
図
・
陸
図
の
統
合
を
め
ざ
し
た
企
図
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
同
図
を
子
細
に
観
察
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
海
洋
語
彙
の
偏
在
が
み
ら

れ
る
。・「

洋
」
は
鹿
島
以
南
（
鹿
島
、
相
模
、
遠
江
、
播
磨
、
備
後
、
伊
予
、
周
防
、

日
向
、
大
間
、
玄
海
、
嚮
）

・「
海
」
は
、「
日
本
海
」
以
外
は
、
北
海
道
に
集
中
し
（
釧
路
、
日
高
、
千
島
、

北
見
、
天
塩
、
石
狩
、
十
勝
、
後
志
）、
本
州
は
「
陸
奥
内
海
」
に
と
ど
ま
る
。

・「
水
道
」
は
紀
伊
、
和
泉
。

・「
海
峡
」
は
、
津
軽
以
北
（
津
軽
、
国
後
、
根
室
。
以
下
千
島
‐
択
捉
、
ブ
ー

リ
ル
、
シ
ア
ン
、
ナ
デ
シ
ア
、
コ
ロ
ウ
ニ
ン
、
ス
レ
ト
ニ
、
セ
ス
ト
イ
、
ヒ
ヤ

チ
、
ア
ム
フ
イ
リ
ッ
ト
、
リ
ッ
ト
ル
キ
ル
、
キ
ュ
リ
ル
）。

・「
湾
」
は
、
伊
勢
湾
、
島
原
湾
以
外
は
、
カ
ラ
フ
ト
（
ハ
チ
ン
セ
、
ア
ニ
ワ
）、

北
海
道
（
野
附
、
寿
都
、
小
樽
、
余
市
、
古
平
）
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
朝

鮮
半
島
で
は
為
西
尼
、
清
、
ウ
ン
コ
フ
ス
キ
他
が
見
ら
れ
、
沿
海
州
に
は
、
ポ

シ
エ
ッ
ト
、
ア
ム
ー
ル
他
多
数
の
記
入
が
み
ら
れ
る
。

・
朝
鮮
半
島
で
は
険
浅
灘
な
ど
、「
灘
」
の
名
称
が
二
か
所
み
ら
れ
る
。

　

地
図
編
輯
に
用
い
た
元
の
図
（
伊
能
図
、
英
国
版
海
図
一
七
〇
四
号
・
二
四
〇
五

号
等
）
の
用
語
の
違
い
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
統
一
し
た
用
語
体
系
に
よ
る
記
述
に

至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

②　

海
洋
知
識
体
系
化
の
試
み
―
『
水
路
提
要
』

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）、
水
路
局
は
、
当
時
入

手
で
き
た
各
国
の
海
洋
知
識
を
比
較
考
察
し
編
輯
し
た
『
水
路
提
要
』（「
海
軍
水
路

局
編
輯
之
印
」、
定
価
一
五
銭
、
衆
議
院
文
庫
旧
蔵
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
を
出

版
す
る
。

　

巻
之
一
（
海
図
）
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
・
オ
ラ

ン
ダ
等
の
海
図
図
式
を
比
較
し
、
巻
之
二
（
航
海
語
、
水
路
語
）
で
は
、
船
艦
航
海

の
た
め
の
用
語
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
航
海
語
訳
総
論
」

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
水
路
部
の
Ｗ
．Ｈ
．�

ス
ミ
ス
大
将
（
生
没
年
一
七
八
八
～
一

（
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八
六
五
年
。
一
八
五
八
年
にPresident�of�the�Royal�Geographical�Society

に

就
任.

）
の
言
葉
を
引
用
し
、
舎
密
（
化
学
）
の
諸
語
、
法
律
の
法
律
語
の
ご
と
く
、

航
海
語
も
「
一
箇
の
課
学
」
で
あ
り
、
文
字
の
形
が
（
一
般
語
と
）
同
一
で
も
、
そ

の
意
義
は
「
普
通
ノ
者
ト
大
ニ
相
違
ナ
ル
ア
リ
」
と
し
た
。
独
自
の
意
味
と
体
系
を

も
っ
た
航
海
語
の
構
築
を
め
ざ
し
た
。

　

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
ス
ミ
ス
の
『
航
海
字（
じ
い
）彙

』
の
諸
海
図
や
水
路
誌
に
と
っ
て

の
も
っ
と
も
緊
要
な
る
言
語
を
抄
訳
し
、
年
来
自
分
た
ち
の
実
験
す
る
と
こ
ろ
と
照

ら
し
合
わ
せ
、
そ
の
意
義
を
訂
正
し
た
。
ま
た
「
清
人
」
の
訳
述
し
た
『
支
那
水
路

誌
』
に
よ
り
、
も
っ
と
も
適
当
な
訳
字
を
当
て
、「
本
邦
」
で
用
い
る
航
海
語
を
一
定

す
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
定
解
に
の
っ
と
り
海
上
記
事
を
編
集
す
る
な
ら
ば
、

船
艦
に
裨
益
す
る
事
少
な
か
ら
ず
と
し
て
い
る
。

　

巻
之
二
の
「
洋
海
港
湾
部
」
で
は
、
洋
・
海
・
港
・
湾
、
水
門
は
、
皆
地
球
表
面

の
四
分
の
三
の
水
の
部
分
に
し
て
、
そ
の
か
た
ち
が
異
な
れ
ば
、
そ
の
名
も
異
な
る
。

混
同
す
べ
か
ら
ず
。「
之
を
分
解
す
る
、
則
ち
左
の
如
し
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

語
彙
の
意
味
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
摘
記
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
　

・
洋
オ
ゝ
シ
ュ
ン

　

O
cean

「
此
地
球
ヲ
環
（
か
ん
じ
ょ
う
）

繞
ス
ル
処
ノ
塩
水
ノ
全
体
」。

　
　

・�

海シ
ー　

Sea　

規
模
で
は
洋
の
次
。
別
義
と
し
て
は
、
陸
地
に
よ
っ
て
ほ
と
ん

ど
繞
圍
さ
れ
た
水
の
意
味
。

　
　

・�

水チ
ャ
ン
ネ
ル道　

Channel

「
水
路
語
ニ
於
テ
ハ
、
河
港
或
ハ
海
峡
中
船
舶
ノ
航
行
ヲ

妨
ケ
サ
ル
最
モ
深
キ
部
ヲ
云
フ
」

　
　

・
海ス
ト
レ
ー
ト峡　

Strait

「
一
ツ
ノ
海
ヨ
リ
他
ノ
海
ニ
通
ス
ル
処
ノ
門
ヲ
云
フ
」

　

荒
川
清
秀
の
研
究
に
よ
れ
ば
、O

cean

の
起
源
は
、O

ceanus

で
あ
り
、
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
時
代
は
、「
内
陸
海
で
あ
るsea

に
対
し
て
、
世
界
を
取
り
囲
む
ウ
ミ
」

だ
と
さ
れ
て
い
た
。
中
国
に
お
い
て
は
、Sea

が
「
海
」「
洋
」
ど
ち
ら
に
も
適
用

さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
世
紀
末
に
はSea

を
「
海
」、O

cean

を
「
洋
」
と
い
う
よ
う

（
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）
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図３　『大日本海陸全図聨接朝鮮全国ならびに樺太』の符号表の部分
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に
訳
し
分
け
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

　

日
本
語
に
お
け
る
ウ
ミ
は
、「
海
」
と
「
洋
」
の
上
位
概
念
で
あ
り
、
ウ
ミ
自
体

は
「
海
」
と
い
う
漢
字
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
。
一
方
「
洋
」
は
、
日
本
語
で
は
「
ナ

ダ
」（
水
流
の
は
や
く
流
れ
る
と
こ
ろ
、
川
の
流
れ
の
は
や
い
と
こ
ろ
ま
た
は
、
潮

流
の
強
い
海
洋
。
風
波
の
荒
い
航
行
の
難
所
）
と
発
音
さ
れ
る
伝
統
も
存
在
し
た
が
、

一
八
世
紀
の
節
用
集
（『
書
言
字
考
節
用
集
』
一
七
一
七
年
）
に
は
、「
海
之
大
者
」

と
い
う
解
釈
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。『
水
路
提
要
』
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

「
洋
」
をO

cean

に
、「
海
」
を
、Sea

に
対
応
さ
せ
た
の
だ
。
日
本
語
の
「
洋
」
か

ら
、「
ナ
ダ
」
の
意
味
が
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
方
向
性
は
、
こ
の
『
水
路
提
要
』

編
纂
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
海
峡
」
も
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
翻
訳
語
と
し
て
成
立
し
一
九
世
紀
に
一
般
名

詞
化
し
、
そ
し
て
、
日
本
語
の
な
か
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
日

本
語
で
こ
れ
に
該
当
す
る
語
は
「
と
（
門
）」
で
あ
り
、『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
に
は

「（
陸
地
を
）
横
切
っ
て
い
る
水
道
」
あ
る
い
は
「
せ
と
」（
瀬
戸
）「
大
き
な
潮
の

流
れ
の
あ
る
、海
の
狭
く
な
っ
て
い
る
所
」
と
い
う
意
味
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
水

路
提
要
』
に
お
け
る
海
峡
の
解
説
文
「
一
ツ
ノ
海
ヨ
リ
他
ノ
海
ニ
通
ス
ル
処
ノ
門
ヲ

云
フ
」
の
「
門
」
も
「
も
ん
」
で
は
な
く
「
と
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
の
「
と
」
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
陸
地
に
限
定
さ
れ
て
い
た
視
線
を
も
は
や

脱
皮
し
、
海
の
構
造
の
な
か
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題

　

以
上
三
つ
の
史
料
を
引
用
し
て
み
て
き
た
よ
う
に
、
一
八
六
〇
年
代
の
日
本
は
、

国
際
的
な
航
海
情
報
共
有
の
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
幕
府
老
中
も
そ
の
明
確

な
認
識
の
も
と
に
行
動
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
文
久
年
間
老
中
は
朝
廷
に
対
し
「
一
科
の
学
術
」
と
し
て
の
測
量
と
い
う

理
解
を
明
確
に
提
示
し
て
い
た
が
、
新
政
府
に
お
い
て
は
、
戊
辰
戦
争
等
に
お
い
て

独
自
の
政
治
・
軍
事
単
位
と
し
て
機
能
し
て
い
た
各
船
艦
の
持
っ
て
い
た
情
報
を
集

約
し
、
諸
外
国
の
情
報
を
比
較
考
量
し
な
が
ら
「
一
箇
の
課
学
」
と
し
て
の
海
洋
知

識
構
築
の
模
索
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
千
田
稔
「
維
新
政
権
の
海
軍
」

（『
維
新
政
権
の
直
属
軍
隊
』
開
明
書
院
、
一
九
七
八
年
）
が
描
い
た
、
明
治
三
（
一

八
七
〇
）
年
九
月
の
藩
制
布
告
に
よ
る
諸
藩
海
軍
解
体
、
そ
し
て
、
船
艦
と
関
係
技

術
者
ら
の
維
新
政
権
の
直
属
海
軍
へ
の
編
入
の
道
筋
も
こ
の
よ
う
な
面
か
ら
の
再
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
に
お
け
る
海
洋
に
つ
い
て
の
大
き
な
認
識
の
転
換
の
問
題
は
、
陸
地
と

そ
の
う
え
に
構
築
さ
れ
る
諸
制
度
・
諸
観
念
の
問
題
と
、
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
展

開
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
は
じ
め
に
」
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
国
土
観
念
や
、

海
港
の
変
化
に
つ
い
て
の
指
摘
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
稿
で
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
、
市
販
江
戸
図
を
基
礎
と
し
た
陸
図
と
、
海
図
と
を
合
体
さ
せ
、
陸

上
の
政
権
情
報
と
江
戸
近
海
の
航
海
情
報
を
統
合
し
た
英
国
版
海
図Gulf�of�Y

edo

が
ロ
ン
ド
ン
で
公
刊
さ
れ
（
一
八
六
二
年
刊
行
、
一
八
六
三
年
修
正
）、
長
州
藩
に

よ
る
軍
事
・
政
治
行
動
に
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
か
つ
て
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド

会
社
職
員
と
し
て
来
日
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
は
、
江
戸
で
市
販
さ
れ
て
い

た
林
吉
永
開
版
『
江
戸
大
絵
図
』（
元
禄
二
年
版
）
を
持
ち
帰
っ
て
お
り
、
彼
の
死

後
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
学
者
・
収
集
家
ハ
ン
ス
・
ス
ロ
ー
ン
が
ス
イ
ス
生
ま
れ
の
医
師

ヨ
ハ
ン
・
カ
ス
パ
ル
・
シ
ョ
イ
ヒ
ツ
エ
ル
に
依
頼
し
刊
行
し
た
英
文
版T

he�H
isto-

ry�of�Japan

付
図
の
ひ
と
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
（
一
七
二
七
年
）。
し
か
しGulf�

of�Y
edo

は
、
ケ
ン
ペ
ル
の
付
図
と
は
全
く
違
う
レ
ベ
ル
の
情
報
を
搭
載
し
て
い
た
。

Gulf�of�Y
edo

は
、
こ
の
付
図
の
よ
う
な
何
の
文
字
情
報
も
持
た
な
い
江
戸
図
の
図

形
模
写
で
は
な
く
、
市
販
さ
れ
た
江
戸
図
を
基
に
し
な
が
ら
も
独
自
の
情
報
と
解
釈

を
付
記
し
一
九
世
紀
当
時
の
英
文
読
者
た
ち
に
理
解
で
き
る
政
権
情
報
を
も
っ
た
江

戸
城
―
江
戸
の
空
間
情
報
を
描
き
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
外
海
か
ら
い
か

に
湾
内
に
侵
入
し
投
錨
・
上
陸
し
、
そ
の
目
標
物
に
接
近
し
う
る
か
と
い
う
海
陸
統

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）
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合
情
報
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
長
州
藩
の
例
を

取
り
上
げ
、こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、新
た
な
質
の
情
報
を
持
っ
た
異
質
の
他
者（
西

欧
諸
国
）
の
海
上
か
ら
の
視
線
を
意
識
し
た
政
治
・
軍
事
体
制
、
社
会
の
あ
り
よ
う

が
模
索
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
日
米
和
親
条
約
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
商
船
の
理
解

と
長
州
藩
の
対
応
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
「
条
約
」
と
い
う
も
の
の
意
味
を
も
あ

ら
た
め
て
問
う
て
い
る
。

　

今
後
、
関
係
諸
国
の
諸
海
図
・
水
路
誌
・
測
量
記
録
な
ど
の
海
洋
情
報
の
検
討
と

と
も
に
、
西
欧
社
会
で
刊
行
さ
れ
て
き
た
日
本
情
報
に
つ
い
て
も
視
野
に
い
れ
、
海

陸
統
合
さ
れ
た
情
報
が
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
機
能
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
、
よ
り
豊
か
な
一
九
世
紀
像
を
作
り
上
げ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
１
）　

以
上
、
杉
本
史
子
「
海
洋
空
間
と
情
報
の
幕
末
史
―
海
図
と
船
艦
の
一
九
世
紀
―
」

（『
都
市
史
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
一
九
年
。
以
下
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
）、
同
「
新

た
な
海
洋
把
握
と
「
日
本
」
の
創
出
―
開
成
所
と
幕
末
維
新
」（『
日
本
史
研
究
』

六
三
四
号
、
二
〇
一
五
年
）
三
～
三
一
頁
、
同
「
地
図
・
絵
図
の
出
版
と
政
治
文
化

の
変
容
」（
横
田
冬
彦
編
『
シ
リ
ー
ズ　

本
の
文
化
史
４　

出
版
と
流
通
』
平
凡
社
、

二
〇
一
六
年
）
二
〇
三
～
二
四
八
頁
、
同
「
近
代
国
家
形
成
過
程
再
考
―
新
し
い
海

洋
の
登
場
と
ジ
オ
・
ボ
デ
ィ
」（
吉
田
伸
之
他
編
『「
明
治
一
五
〇
年
」
で
考
え
る
―

近
代
移
行
期
の
社
会
と
空
間
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
２
）　

本
稿
で
は
、「
船
艦
」
を
、
外
洋
航
行
も
可
能
な
洋
式
船
を
主
に
念
頭
に
お
い
た
用

語
と
し
て
使
用
す
る
。
蒸
気
船
に
注
目
す
る
が
、
帆
船
も
ふ
く
む
、
ま
た
軍
艦
と
運

輸
船
双
方
を
含
む
（
前
掲
注
１
・
杉
本
史
子
「
海
洋
空
間
と
情
報
の
幕
末
史
」

九
一
・
九
九
頁
注
６
）。
蒸
気
機
関
を
登
載
し
た
船
も
、
石
炭
を
必
要
と
せ
ず
経
費
の

か
か
ら
な
い
、帆
に
よ
る
航
行
を
盛
ん
に
行
っ
て
お
り
、長
州
戦
争
や
戊
辰
戦
争
で
は
、

蒸
気
船
が
帆
船
を
曳
航
し
て
移
動
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

（
３
）　

前
掲
注
１
・
杉
本
史
子
「
近
代
国
家
形
成
過
程
再
考
―
新
し
い
海
洋
の
登
場
と
ジ

オ
・
ボ
デ
ィ
」
一
三
五
―
一
五
〇
頁
。

（
４
）　

金
窪
敏
知
「
世
界
測
量
史
に
お
け
る
伊
能
図
」（『
伊
能
図
に
学
ぶ
』
朝
倉
書
店
、

一
九
九
八
年
）、
ア
ー
サ
ー
・
Ｈ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ラ
ン
ダ
ル
・
Ｄ
・
セ
ー
ル
、
ジ
ョ

エ
ル
・
Ｌ
・
モ
リ
ソ
ン
『
地
図
学
の
基
礎
』（
永
井
信
夫
訳
、
地
図
情
報
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
四
年
）
二
五
頁
、
横
山
伊
徳
「
一
九
世
紀
日
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
」（
黒
田

日
出
男
、メ
ア
リ
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ベ
リ
、杉
本
史
子『
地
図
と
絵
図
の
政
治
文
化
史
』、

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
二
八
〇
―
二
八
一
頁
。

（
５
）　

前
掲
注
４
・
横
山
伊
徳
「
一
九
世
紀
日
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
」
二
七
四
頁
。

（
６
）　N

A
R

A
, R

G
59, 1864. 7. 20, W

alsh to Sew
ard, N

o. 19, encl. 2

（『
山
口
県
史　

史
料
編　

幕
末
維
新
七
』
山
口
県
、
二
〇
一
四
年
）
九
四
六
～
九
四
八
頁
。

（
７
）　

以
上
、弘
化
元
年（
一
八
四
四
）以
降
の
長
門
北
浦
海
岸
の
台
場
建
設
に
つ
い
て
は
、

『
萩
市
史　

第
一
巻
』（
萩
市
、
一
九
八
三
年
）
八
七
六
～
八
七
八
頁
。
移
鎮
に
つ
い

て
は
、
田
中
誠
二
「
解
説　

山
口
移
鎮
と
山
口
町
方
・
地
方
の
諸
相
」（『
山
口
市
史
』

二
〇
一
三
年
）。

（
８
）　TN

A
, A

D
M

125/118, 1868. 8. 18. A
lcock to K

uper, ensl. 1

、（『
山
口
県
史　

史

料
編　

幕
末
維
新
七
』
山
口
県
、
二
〇
一
四
年
）
九
六
〇
頁
。

（
９
）　TN

A
, A

D
M

125/118, 1868. 8. 18. A
lcock to K

uper, ensl. 1

、（『
山
口
県
史　

史

料
編　

幕
末
維
新
七
』
山
口
県
、
二
〇
一
四
年
）
九
六
二
頁
。

（
10
）　

前
掲
注
１
・
杉
本
「
海
洋
空
間
と
情
報
の
幕
末
史
」
は
、
二
〇
一
八
年
度
海
洋
史

学
会
大
会
で
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
報
告
内
容
の

全
て
は
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。本
稿
は
、「
海
洋
空
間
と
情
報
の
幕
末
史
」に
は
言
及
・

掲
載
で
き
な
か
っ
た
諸
史
料
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
研
究
視
角
を
明
ら
か

に
す
る
。

（
11
）　

後
藤
敦
史
『
忘
れ
ら
れ
た
黒
船　

ア
メ
リ
カ
北
太
平
洋
戦
略
と
日
本
開
国
』（
講
談

社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
七
年
）
一
七
四
・
一
九
一
頁
。

（
12
）　

た
と
え
ば
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
下
、
非
参
戦
国
の
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
近
海
の
イ
ギ

リ
ス
・
ロ
シ
ア
の
測
量
成
果
を
利
用
で
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
シ
ア
に
は
成
果
は

共
有
さ
れ
な
か
っ
た
（
後
藤
敦
史
「
幕
末
外
交
と
日
本
近
海
測
量
」（『
歴
史
学
研
究
』

九
五
〇
号
、
二
〇
一
六
年
）
七
七
頁
。

（
42
）
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（
13
）　
『
維
新
史　

第
二
巻
』（
文
部
省
維
新
史
料
編
纂
会
、
一
九
三
九
）
七
九
二
～

七
九
六
頁
で
用
い
ら
れ
た
呼
称
。
同
時
代
の
関
白
九
条
尚
忠
側
の
記
録
で
は
将
軍
「
誓

書
」
に
つ
い
て
「「
大
樹
公
御
勘
考
ヲ
以
、
不
容
易
御
直
書
之
御
答
」
と
呼
ん
で
い
る

（
文
久
二
年
二
月
、
田
安
大
納
言
宛
九
条
尚
忠
書
状
、
維
新
史
料
綱
要
所
引
『
尚
忠

公
記
』））。
ま
た
、
徳
川
宗
家
文
書
で
は
、
老
中
の
「
誓
書
」
に
つ
い
て
、「
書
取
」

と
表
記
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
、
老
中
弁
明
書
が
、
文
末
に
「
候
」
で
は
な
く
「
事
」

を
使
用
す
る
、
幕
末
の
簡
略
な
文
書
様
式
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
以
下
、

書
取
と
表
記
す
る
。た
だ
し
、通
常
の
書
取
に
は
差
出
名
が
書
か
れ
な
い（
藤
田
覚「
近

世
幕
政
文
書
の
史
料
学
的
検
討
―
付
札
・
書
取
・
承
付
を
中
心
に
―
」『
古
文
書
研
究
』

三
三
号
、
一
九
九
〇
年
、
五
頁
）
の
に
対
し
て
、
こ
の
内
勅
使
あ
て
老
中
書
取
に
は

表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　
『
三
浦
吉
信
所
蔵
文
書
』（
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
一
七
年
）
一
二
頁
。

（
15
）　

徳
川
宗
家
文
書
第
三
部
一
六
〇
『
日
記　

因
幡
守
手
留
（
側
衆
岡
部
因
幡
守
長
富

手
留
）』（
文
久
元
年
）（
個
人
蔵
）

（
16
）　
「
九
条
家
記
録　

和
宮
御
入
城
之
件
別
録　

文
久
二
年
二
月
」（『
九
条
尚
忠
文
書　

第
二
』
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
一
六
年
）
六
八
九
頁
。

（
17
）　
「
九
条
家
記
録　

和
宮
御
入
城
之
件
別
録　

文
久
二
年
二
月
」（『
九
条
尚
忠
文
書　

第
二
』
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
一
六
年
）
六
八
九
頁
。

（
18
）　
『
三
浦
吉
信
所
蔵
文
書
』（
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
一
七
年
）
一
三
四
～
一
三
五
頁
。

（
19
）　
『
三
浦
吉
信
所
蔵
文
書
』（
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
一
七
年
）
三
二
五
～
三
二
九
頁
。

（
20
）　
『
水
戸
藩
史
料　

下
編
』（
徳
川
家
蔵
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
一
五
年
）
一
五
四

～
七
頁
。

（
21
）　
『
大
日
本
維
新
史
料　

類
纂
之
部　

井
伊
家
史
料　

二
十
九
』（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
、
二
〇
一
六
年
）
三
四
・
三
五
号
。

（
22
）　

徳
川
宗
家
文
書
第
三
部
三
〇
九
‐
〇
三
『（
家
茂
・
慶
篤
・
慶
喜
書
状
控
）』（
個
人

蔵
）。

（
23
）　

徳
川
宗
家
文
書
第
三
部
三
一
二
‐
〇
三
﹇
文
久
元
酉
十
二
月
十
三
日
千
種
少
将
・

岩
倉
少
将
相
達
候
書
取
﹈（
個
人
蔵
）。な
お
③
の
書
取
に
つ
い
て
は
、彦
根
藩
文
書（
彦

根
城
博
物
館
蔵
）
に
も
書
写
史
料
が
あ
る
（
前
掲
注
１
・
杉
本
史
子
「
海
洋
空
間
と

情
報
の
幕
末
史
」
九
九
頁
注
９
）。

（
24
）　

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
取
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
翻
刻
さ
れ
研
究
史
上
知
ら
れ
て

き
た
の
は
、
前
述
し
た
経
緯
で
関
白
九
条
尚
忠
が
書
写
し
た
も
の
（
前
掲
注
（
17
）

七
〇
〇
頁
）
だ
っ
た
。
し
か
し
、
九
条
家
本
は
「
外
国
ミ
ニ
ス
ト
ル
…
」
の
記
述
の

な
か
で
、
徳
川
宗
家
本
の
▼
～
△
の
間
が
脱
落
し
て
い
る
。

　
　
　
　

 

一　

 

外
国
ミ
ニ
ス
ト
ル
江
戸
住
居
之
儀
者
、条
約
面
之
通
、御
差
許
相
成
候
得
共
、

御
城
郭
近
辺
者
勿
論
、市
中
等
住
居
致
し
候
而
者
、取
締
ニ
も
拘
り
候
ニ
付
、

住
居
地
之
儀
、
種
々
及
談
判
、
御
殿
山
之
儀
者
、
品
川
宿
大
木
戸
外
ニ
而
、

江
戸
御
府
内
を
離
れ
、
且
海
岸
近
故
、
海
路
之
往
返
ニ
も
市
中
等
に
差
障

少
く
、
且
各
国
一
纏
ニ
致
し
、
取
締
付
候
ニ
ハ
、
屈
竟
之
地
勢
ニ
有
之
、

御
殿
山
と
の
名
義
有
之
候
処
、
右
之
地
所
ニ
差
置
候
儀
如
何
敷
様
ニ
相
聞

候
得
共
、
于
今
至
り
候
而
者
、
御
殿
山
之
跡
地
等
者
民
屋
・
町
家
・
明
地

等
ニ
相
成
、
只
名
而
巳
相
存
し
居
候
事
ニ
而
、
且
者
、
山
と
ハ
申
候
得
共
、

京
師
之
四
方
山
の
如
く
、
江
戸
市
中
を
見
渡
し
候
場
所
ニ
ハ
無
之
、
御
城

郭
之
儀
者
、
古
来
御
建
築
夫
々
御
法
則
も
有
之
、
何
方
よ
り
も
見
透
候
様

之
御
不
要
害
之
儀
者
無
之
、
其
上
御
殿
山
よ
り
ハ
里
数
も
隔
居
、
聊
御
懸

念
も
無
之
場
所
ニ
御
座
候
、
実
者
彼
方
望
之
場
所
も
有
之
候
得
共
、
種
々

説
得
之
上
、
右
之
場
所
ニ
取
極
候
儀
ニ
御
座
候
事
、

　
　
　

徳
川
宗
家
本
﹇
文
久
元
酉
十
二
月
十
三
日
千
種
少
将
・
岩
倉
少
将
相
達
候
書
取
﹈

と
、
九
条
家
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
収
録
順
が
九
条
家
本
は
、
①
↓
⑤
↓

②
↓
③
↓
⑥
と
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
和
宮
に
関
す
る
内
容
が
優
先
さ
れ
配
列
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
徳
川
宗
家
本
に
書
写
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
⑤
の
あ
と

に
、
御
所
風
の
こ
と
は
和
宮
の
希
望
通
り
に
と
い
う
要
望
に
対
す
る
老
中
書
取
も
収

録
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
兵
庫
開
港
に
つ
い
て
の
書
取
は
、
九
条
家
本
に
は
書
写
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
相
違
が
、
九
条
に
よ
る
書
写
時
の
問
題
な
の
か
、
翻
刻
段

階
に
生
じ
た
も
の
な
の
か
に
つ
い
た
は
現
時
点
で
は
、
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
、
兵

庫
開
港
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
三
浦
吉
信
所
蔵
文
書
』（
一
三
七
頁
）
の
記
事
に
よ
れ

ば
、
文
久
元
年
一
〇
月
二
一
日
の
仰
せ
か
ら
は
兵
庫
の
事
が
落
ち
て
い
た
の
で
、

▼

△
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二
二
日
別
紙
が
添
え
ら
れ
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
九
条
が
入
手
し
た
「
老
中
御
請
」

か
ら
兵
庫
開
港
の
事
が
落
ち
て
い
る
の
は
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
25
）　

前
掲
注
４
・
横
山
伊
徳
「
一
九
世
紀
日
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
」
三
〇
八
―

三
〇
九
頁
。

（
26
）　

金
澤
裕
之
『
幕
府
海
軍
の
興
亡
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
六
頁
。

な
お
金
澤
自
身
は
「
軍
艦
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
。

（
27
）　
『
毛
利
忠
正
公
伝　

第
十
八
編
（
八
）』
四
章
三
節
（
山
口
県
文
書
館
、
両
公
伝
史

料
一
六
四
四
）。

（
28
）　
「
甲
鉄
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
南
軍
に
幕
府
が
発
注
し
た
が
、
戊
辰
戦
争
に
よ
り
局
外

中
立
を
表
明
し
た
ア
メ
リ
カ
が
引
き
渡
し
を
拒
否
し
、
新
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
た
、

装
鉄
艦
ス
ト
ー
ン
ウ
オ
ー
ル
で
あ
る
（
元
網
数
道
『
幕
末
の
蒸
気
船
物
語
』
成
山
堂
、

二
〇
〇
四
年
、
一
三
七
～
九
頁
。
藤
井
哲
博
『
咸
臨
丸
航
海
長
小
野
友
五
郎
の
生
涯
』

中
公
新
書
、
一
九
八
五
年
、
一
〇
一
頁
、
第
七
章
）

（
29
）　

な
お
、
長
州
藩
は
、
す
で
に
一
八
五
五
年
西
洋
学
所
を
開
設
し
長
崎
海
軍
伝
習
所

に
藩
士
を
派
遣
、安
政
三
年
に
は
三
田
尻
の
木
造
洋
式
帆
船（「
丙
辰
」）を
建
造
さ
せ
、

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
江
戸
へ
の
遠
洋
航
海
も
行
っ
て
い
た
。
文
久
三
年
五
月
―

六
月
の
下
関
戦
争
で
は
、
外
国
船
攻
撃
に
は
洋
式
帆
船
（「
庚
申
」、「
癸
亥
」）
も
参

加
し
た
が
、
米
仏
蒸
気
軍
艦
か
ら
攻
撃
さ
れ
、
蒸
気
船
（「
壬
戌
」、
文
久
二
年
購
入
、

イ
ギ
リ
ス
製
）
も
含
め
大
破
す
る
と
い
う
経
験
を
得
て
、
同
年
十
一
月
、
海
軍
局
を

創
設
し
て
い
た
。

（
30
）　

山
口
県
文
書
館
・
毛
利
家
文
庫
六
七
戊
辰
戦
争
一
件
二
七
。

（
31
）　

前
掲
注
二
六
・
金
澤
裕
之
『
幕
府
海
軍
の
興
亡
』、
二
一
八
頁
。

（
32
）　
『
寺
泊
町
史
』（
寺
泊
町
、
一
九
九
二
年
）
一
～
七
頁
。
な
お
、
新
政
府
側
で
は
明

治
元
年
閏
四
月
二
一
日
「
政
体
」
を
定
め
、
太
政
官
七
官
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
軍
務

官
を
設
け
て
い
た
。
そ
の
管
轄
下
に
海
軍
局
も
属
し
て
い
た
が
、
六
月
時
点
で
諸
藩

の
船
艦
の
運
航
全
体
を
軍
務
官
が
管
理
で
き
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
水
上
た

か
ね
「
軍
務
官
の
戊
辰
戦
争
」（『
日
本
史
研
究
』
六
六
〇
号
、
二
〇
一
七
年
、
九
～

一
〇
頁
）。

（
33
）　

一
八
四
〇
～
一
九
〇
一
年
。
和
歌
山
藩
付
家
老
安
藤
家
の
家
臣
の
長
男
と
し
て
江

戸
藩
邸
で
出
生
。
幕
府
講
武
所
で
測
量
製
図
な
ど
学
ぶ
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
兵

部
省
海
軍
操
練
所
に
出
仕
、
明
治
四
年
測
量
艦
春
日
に
よ
る
北
海
道
沿
岸
測
量
に
従

事
、
海
軍
水
路
局
水
路
掛
で
海
図
製
図
法
の
責
任
者
と
な
り
、
英
国
軍
測
量
士
官
Ｃ
．

Ｗ
．ベ
ー
リ
ー
に
師
事
。
同
六
年
九
月
製
図
測
量
課
長
心
得
、
同
九
年
﹇
同
年
八
月
水

路
局
と
な
る
﹈九
月
製
図
課
長
、同
一
〇
年
九
月
図
誌
課
製
図
課
副
長
、同
一
九
年﹇
同

年
海
軍
水
路
部
と
な
る
﹈
六
月
図
誌
課
製
図
掛
長
（
今
井
健
三
「
近
代
的
海
図
を
作

り
上
げ
た
明
治
初
期
の
製
図
者
た
ち
」（『
地
図
情
報
』
三
号
、
二
〇
一
八
年
、
二
三

～
二
四
頁
）。﹇　

﹈
は
、
海
上
保
安
庁
水
路
部
編
『
日
本
水
路
史
』
財
団
法
人
日
本

水
路
協
会
、
一
九
七
一
年
、
一
六
頁
に
よ
り
、
杉
本
が
補
足
し
た
。

（
34
）　

本
書
の
存
在
は
、
今
井
健
三
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
35
）　

引
用
書
目
に
は
、「
雍
氏
航
海
辞
書
」（Young, 

A
rthur: 

N
autical 

D
ictionary. 

Longm
an, G

reen, Longm
an, R

oberts &
 G

reen, London, 1863. 8vo, viii, 492 
pp.

）、「
蘇
密
斯
航
海
字
類
」（Sm

yth, W
.H

.: The Sailorʼs W
ord-B

ook: an A
lpha-

betical D
igest of N

autical Term
s, including som

e m
ore especially m

ilitary and 
scientific, but useful to seam

en; as w
ell as archaism

s of early voyages etc. B
lack-

ie and Son, London, 1867. 8vo, vi, 744 pp.

）。
原
典
に
つ
い
て
は
、
安
達
裕
之
氏
に

ご
教
示
に
い
た
だ
い
た
。

（
36
）　

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
『
支
那
水
路
誌
』
と
は
、『
蒸
氣
罐
全
書　

前
編
巻
之
二

巻
』
末
収
録
の
「
海
軍
水
路
局
蔵
版
書
籍
目
録
并
定
価
表
」
に
は
、「
支
那
水
路
誌
補
、

全
一
冊
、
金
五
銭
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
安
達
裕
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
こ
の

こ
と
か
ら
も
次
の
本
宿
宅
命
『
支
那
水
路
誌
補
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

筑
波
大
学
に
は
、
本
宿
宅
命
『
支
那
水
路
誌
補
』、（
海
軍
水
路
寮
、﹇
一
八
七
四
﹈、

和
装
６
丁
；23

㎝
、
扉
（
原
表
紙
か
）
に
「
支
那
水
路
誌
補
第
一
」
と
あ
り
。
版
心

の
書
名
：
支
那
水
路
誌
。筑
波
大
学
蔵　

中
央
和
装
ネ040

‐275

）が
現
存
し
て
い
る
。

（
37
）　

以
上
、「
海
」「
洋
」「
海
峡
」
に
つ
い
て
は
、
荒
川
清
秀
『
近
代
日
中
学
術
用
語
の

形
成
と
伝
播
』（
白
帝
社
、
一
九
九
七
年
）
一
七
二
～
五
、一
八
〇
、二
三
五
頁
。
本
書

に
つ
い
て
は
、
吉
澤
誠
一
郎
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。

（
38
）　

土
井
忠
生
訳
『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
一
九
八
〇
年
）。
原
本
は
、
日
本

イ
エ
ズ
ス
会
が
一
六
〇
三
・
一
六
〇
四
年
に
刊
行
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
説
明
を
付

し
た
日
本
語
辞
書
で
あ
り
、
布
教
の
た
め
の
日
本
語
習
熟
す
る
目
的
で
編
集
さ
れ
た
。

（
39
）　

前
掲
・
注
１
杉
本
史
子
「
近
代
国
家
形
成
過
程
再
考
―
新
し
い
海
洋
の
登
場
と
ジ
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オ
・
ボ
デ
ィ
」。

（
40
）　

稲
吉
晃
『
海
港
の
政
治
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
。

（
41
）　

松
井
洋
子
『
ケ
ン
ペ
ル
と
シ
ー
ボ
ル
ト
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
～

三
〇
頁
。
今
井
正
「
ケ
ン
ペ
ル
の
生
涯
と
「
日
本
誌
」」（
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン

ペ
ル
著
、
今
井
正
翻
訳
『［
新
版
﹈
改
訂
・
増
補
日
本
誌
』
霞
ケ
関
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

（
42
） 

た
と
え
ば
、
一
九
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
水
路
部
か
ら
国
立
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
史
料

の
内
、
日
本
に
関
す
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
一
七
八
に
は
次
の
よ
う
な
史
料
が
存
在
す

る
。
①”K

arte der B
ai von Jeddo, (A

uteur : K
raatz, Leopold (18..-190.? ; lithog-

raphe). C
artographe,D

ate d'édition : 1861)

、
②“G

olfe de Yedo” (A
uteur : M

aury, 
M

atthew
 Fontaine (1806-1873). C

artographe, D
ate d'édition : 1864)

、
③“Plan de 

Jedo”

（A
uteur : D

heulland, G
uillaum

e (17..?-177.). G
raveur, D

ate d'édition : 
17..

）。

　
　
　

こ
の
う
ち
、
②
は
、
英
国
版
海
図G

ulf of Yedo

の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
は
り
つ
け
、

測
量
部
分
な
ど
の
仏
訳
を
手
書
き
で
記
述
し
て
い
る
も
の
で
、
英
国
版
を
基
に
し
て

仏
版
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
①
は
、
ド
イ
ツ
版
の
江
戸
海

図
で
あ
り
（
二
分
割
）、
上
部
に
書
か
れ
た
手
書
き
メ
モ
に
よ
れ
ば
、G

ulf of Yedo

が

ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
年
と
同
年
の
一
八
六
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
海
軍
が
入
手
し
た

可
能
性
が
あ
る
。
③
は
ケ
ン
ペ
ル
江
戸
図
に
類
似
し
た
、
文
字
情
報
を
持
た
な
い
江

戸
図
模
写
で
あ
る
。
①
は
、
一
八
六
四
年
一
二
月
の＂

D
EPO

T D
E LA

 M
A

R
IN

E 
A

R
C

H
IV

ES＂

と
刻
印
さ
れ
た
青
色
楕
円
印
を
、
②
は
、
同
じ
く
一
八
六
二
年
七
月

楕
円
印
を
も
つ
。
③
は
緑
色
真
円
の＂

D
EPO

T D
ES C

A
RTES PLA

N
S ET JO

U
N

-
R

A
U

X
 D

E LA
 M

A
R

IN
E＂

の
印
が
押
さ
れ
、
①
②
と
③
は
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
異

な
る
保
管
場
所
に
伝
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
調
査
に
際
し
て
は
、
馬

場
郁
氏
（
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
）
に
貴
重
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま

た
調
査
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、菊
地
智
博
さ
ん（
東
京
大
学
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

の
協
力
を
得
た
。

　

本
稿
脱
稿
後
、
箱
石
大
「
新
政
府
に
よ
る
諸
藩
編
成
の
軍
事
関
係
文
書
の
管
理
」（『
明

治
維
新
史
研
究
』
一
七
号
、
二
〇
一
九
年
）
が
発
表
さ
れ
た
。
本
稿
に
も
言
及
し
た
戦
争

届
書
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
お
よ
び
同
引
用
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

本
稿
は
、
基
盤
研
究
（
一
般
）（
Ｃ
）「
近
代
国
家
模
索
の
歴
史
的
前
提
」（
課
題
番
号

17K
03094

）
お
よ
び
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
附
属
海
洋
教
育
セ
ン
タ
ー
海
洋
教

育
基
盤
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
海
洋
学
）「
海
洋
知
の
再
編
と
日
本
社
会
」
の
助
成
を
う
け

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、『
大
日
本
海
陸
全
図
聨
接
朝
鮮
全
国
な
ら
び
に
樺
太
』
の
記
載
地

名
調
査
に
は
佐
藤
麻
里
さ
ん
・
吉
川
紗
里
矢
さ
ん
・
菊
地
智
博
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。




